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電気化学ポテンシャルは強力な酸化力，還元力を有している．有機過酸化物酸化剤や金属水素化物還元剤を

用いることなく，電位を掛けるだけで酸化還元反応を進行させることできる．このような利点があるが，電解合成

は化学工業では余り採用されていない．理由は電力が高価であり，反応基質，支持電解質，溶媒そして生成物

の混合液からの生成物の分離の困難さが挙げられる．これを克服するために，高分子固体電解質(Solid 

Polymer Electrolyte)膜に多孔質電極(ガス拡散電極)を直接取り付けた電解デバイスを作製し，工業的に価値の

ある反応に適用すれば実装化できる可能性がある.この SPE 電解と電極触媒を紹介する． 
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